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学　校　関　係　者　評　価

※実施日　　令和５年２月４日

現状と課題 重点目標 具体的方策 達成度 学校関係者からの意見・要望・評価等

 組織運営
〇各種主任のリーダーシップを
発揮させ、学校組織を確立す
る。

〇教頭、主幹教諭、各種主任の
指導、相談体制を確立する。

・コロナ禍の新体制として、より良い運営を目指
して、現状できる事を模索して前進しているように
感じた。

□ □報告、相談、連絡を徹底し、
的確な指導・助言を行う。 Ｂ

・風通しの良い組織作りのご継続を宜しくお願いい
たします。

△ △教職員の声を学校運営に積極
的に生かしていく。

・教職員の声、管理職の声を双方聴く場は大切だと
思います。

 教育課程
〇知・徳・体の調和のとれた教
育活動を推進し、学力を向上さ
せる。

〇GIGA端末を毎時間の授業の適
切な場面で活用させる。

・端末利用増は子ども達の将来にとっても有益であると思いますので、継続

いただき、一方で紙に書くことや本を読むといった大切さも伝えていただき
たい。

□ □学習規律の徹底を図り、学力
向上プランを活用して学力の向
上を図る。

Ａ
・タブレットの使用で子供達のレベルに合った指導
が出来ること、先生のご負担が軽減することを願い
ます。

△ △朝学習や家庭学習で学習アプ
リを活用し、基礎・基本の徹底
を図る。

・コロナ禍を経て、今までの教育課程にとらわれず
今だからできる子ども達に合った新しい形を作り出
してほしい。

 開かれた学校づくり
〇保護者、地域から一層信頼さ
れる学校を創る。

〇教育活動の動画配信を定期的
に実施する。

・コロナ禍でありながら、地域との関わりが少ない
中、適度な連携を保っている。

□ □年６回計画の学校運営協議会
での意見を学校経営に取り入れ Ａ ・ユーチューブの活用等、配信とても良いと思います。どのような形であ

れ、子供達の様子が知れるのは親としてありがたいことと思います。

△ △学校だより、HP等あらゆる機
会を利用して学校の魅力を発信
する。

・Youtube開始等ありましたが、まだ認知度が高くないと
思いますので、PTA配信との連携も視野にいれていきた
い。

 教職員の資質向上
〇各種研修会への参加を奨励
し、先進的な取組に触れ、資
質・能力を向上させる。

〇一人一授業で人から見られる
授業研究を実施する。

・若い先生の熱意や希望も子供達にとってとても大事な
ことと思います。若い感性とベテランの先生方の技を組み
合わせて調和ある学びの場となってほしいですね。

□業務改善と意識改革の両輪で
働き方改革を強く進める。

□倫理確立委員会を中心に、他
人事とならない実効性ある不祥
事防止研修を実施させる。

Ｂ
・業務内容、精神的負担が多いので、第３者のカウ
ンセリングが日常的に行える環境が大切であると感
じる。

△ △業務改善検討委員会で、業務
改善を検討し、負担を軽減させ

・

 施設・設備等の管理
〇教職員の危機管理意識を高
め、保護者と連携した安全点検
を実施する。

〇定期点検、日常点検を確実に
実施し、異常は迅速に修繕を図
る。

・10年前と比べ経年劣化がいたるところで見受
けられます。

□予算運用を適正に行うととも
に、諸表簿、会計事務の適正な
管理を行う。

□予算執行状況を定期的に確認
し、適正な処理を行う。 Ａ

・校内美術館賛成です！美術室の中や前だけでな
く、来訪された方の目に触れられることも大切と思
います。子供達の作品は素晴らしいですから。

△ △子供の作品を掲示した校内美
術館を設置する。

・昨年も校内見回り時に壁等汚れが目立った場所も
あり一度清掃を入れるのはいかがでしょうか？

（現状）
　目指す学校像の実現に向け
て、教職員の力を一つにまとめ
る必要がある。
（課題）
　各種主任の学校運営参画意識
を向上させ、学校力を向上させ
る。
（現状）
　GIGA端末が配備され、その効
果的な活用法について模索中で
あるとともに、アプリが導入さ
れた。
（課題）
　コロナ禍でありながらも、教
育活動の充実をさせる必要があ
る。
（現状）
　地域連携が深まっており、学
校に対する保護者、地域の期待
も大きい。
（課題）
　コロナ禍のため、教育活動を
直接見る機会が減っている。

（現状）
　経験、本校在籍年数が浅い教
職員が多く、資質・能力の差が
大きい。
（課題）
　教員としての指導力のより一
層の向上と働き方への意識改革
が必要である。

（現状）
　移動新設から11年目を迎える
が、施設はきれいに保たれてい
る。
（課題）
　子供の情操に働きかける掲示
等の工夫をする必要がある。

・教頭、主幹教諭、各種主任の指
導、相談体制を確かなものとすると
ともに、教頭、主幹教諭の指導力を
育成する。
・確実な報告、相談、連絡体制を維
持するとともに、確実な指導・助言
を実施する。
・教職員個々の声を聴く場を設置す
・ＧＩＧＡ端末の、各教科等の授業
のどの場面でどのような活用が効果
的か明らかにする。
・基礎・基本の確実な定着を図ると
ともに、主体的・対話的で深い学び
となる授業改善に取り組む。
・学校組織として、学習アプリの活
用の仕方を整理する。

・保護者や地域のニーズも捉えた
動画配信を工夫する。
・地域の教育力等を今後も積極的
に教育活動に取り入れていく。

・校内研究（図画工作科）を他教
科等の指導へも生かしていく。
・業務改善は継続し、さらなる教
職員の意識改革を行い時間外勤務
時間45時間以内を目指す。

・定期、日常の安全点検を確実なも
のとして、施設設備の瑕疵による事
故「０」を継続する。
・校舎も竣工11年目を迎え、修繕が
必要な箇所も出てきている。教育総
務課と相談しながら適時修繕を行
う。
・子供の作品は適時交換を行い、感
性に働きかけていく。

〇教育活動の動画は、視聴率平均９
割声と好評を得ている。

□コロナ禍であるが、ゲストを招い
ての授業を実施した。

△学校だより等で学校の魅力発信に
努めた。
※保護者評価肯定回答96％
〇指導者を招聘しての学期１回の研
究授業を計画的に実施した。

□時期に応じた実効性ある不祥事防
止研修を実施した。
※不祥事発生「０」継続中

△教職員の声を生かした業務改善
は、計画的に実施できた。

〇教頭、主幹教諭、各種主任の指
導、相談体制は整いつつある。

□確実な報告、相談、連絡が機能し
的確な指導・助言を実施した。

△教職員の声には個人差が大きく、
さらなる手立てが必要である。

〇積極的にＧＩＧＡ端末を活用した
授業が増えてきた。

□本校児童の学力の課題も明らかと
なり、課題解決の方策を立て取り組
んでいる。
△学習アプリの活用も計画的に進ん
でいる。

〇定期、日常の点検を確実に行い、
施設設備の瑕疵による事故「０」を
実現している。

□教頭・事務主幹を中心に適正で確
実な予算執行を実現した。

△１階廊下及び中央階段に子供の作
品を掲示できるコーナーを設置し
た。

 不十分（４割未満）

学　　　　　校　　　　　自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

領　　域
年　　　　　度　　　　　目　　　　　標 年　　度　　評　　価　（ 令和４年１２月２３日　現在 ）

重点目標の達成状況 次年度への課題と改善策

【別紙】　令和4年度　学校 自 己 評 価 重 点 目 標 シ ー ト　（川口市立元郷南小学校）
※学校関係者評価実施日とは、学校関係者
評価委員会を開催し、学校自己評価を踏ま
えて評価を受けた日とする。

学校教育目標 〇自ら学ぶ子　〇心豊かな子　〇強く丈夫な子 達
成
度

 ほぼ達成（８割以上）

 概ね達成（６割以上）

目指す学校像
地域に『信頼』される教育の推進　～「笑顔」と「誇り」～

「楽しい学校、温かい学校、元気な学校、美しい学校」

 変化の兆し（４割以上）


